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インターバンクの声 （2017 年 7 月 27 日） 
 

ドル/円は 111 円台後半から 112 円台前半にかけて、ユーロ/ドルは 1.16 ドル台前

半でFOMCの発表を待ち構えていたが、市場はFRBの「金利据え置き」と「バランス

シート正常化プログラムを比較的早期に開始」との決定にそれぞれ 100 ポイントほど

ドルが売られる反応となった。 

既に市場では 9 月の追加利上げはなしと見込んでいたものの、12 月については 5

割近くの可能性を残していたが、今回の声明で 12 月の利上げ観測も大幅に後退し

てしまったようだ。 

日本円にして約 500 兆円まで膨らんだ資産縮小を「比較的早期に始める」との記述

について、6 月の「年内開始」とした文言からの修正を考えれば、次回 9 月の会合で

の決定を示唆していると見るのは妥当だろう。 

FOMC の発表後には米国株、原油価格共に下落せず、ドルも急落後は落ち着いて

いる。追加利上げが後ずれすることに重きを置くのか、今後の景気の安定を取るの

か、ドルの先行き判断を迷っている人も多いようだ。 

再び米国を中心とした経済指標を追いかける日々が続きそうだ。 
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